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本論では、特別支援教育の視点から「発達」概

念を再考してみたい。要点は、超重症と呼ばれる

子どもたちが存在するが、その子どもたちには発

達があるといえるのかということ、そして「発達」

の「障害」と言われる、「発達障害」とはどういう

ものなのかということである。「発達」も「障害」

も、社会から見た相対的概念ということになると

いうことである。そして、「発達障害」から見えて

くる社会のありさまから、支援を考えてみたい。

重度障害のある子どもにおける「発達」とは

重度心身障害あるいは重度重複障害と言われる

子どもたちがいる。これは大島の分類と呼ばれる

著名な図であるが（図１）、横の運動の軸には、「寝

たきり」から「走れる」まで示されている。縦軸

は知能指数（IQ）である。この両方共に重度であ

る部分が、重症心身障害（重度重複障害）と呼ば

れる部分になる。

ここの一部に、さらに超重症児と呼ばれる状態

の子どもたちがいる。この子たちは呼吸も自分で

はできないので呼吸管理、栄養も自分で取れない

ので経管栄養が必要になってくる。昏睡状態にあ

る子どもたちもいる。この子どもたちには果たし

て、発達があると言えるのだろうか。

発達が期待されるから教育という言葉がでてく

るということになると、この子たちに対する教育

がありうるのだろうかということになってくる。

しかし、重度の子ども、外部からだとほとんど反

応が見えない子どもたちがいるわけであるが、そ

のような子どもたちでも、心臓の動きを測りなが

ら実際にその子の皮膚に触れてやると、相応する

反応が認められる （図２）。外からは分からない

が、そのような反応が内部に現れるわけである。
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また両親が呼びかけると外からは分からないけれ

ど、心臓の拍動数が上昇する。時間をかけて上昇

していく。しかし、これは外から見てもなかなか

わからない。だが生理心理学的な指標でみると変

動が認められるのである。

この重症の子どもたちに、発達があるのかとい

うことである。もしないとするのならば、どこか

ら発達があると認められるのか、ということであ

る。もし発達があるとすれば、その時、発達の定

義はどのようになるのか。表面的には呼びかけて

も反応がないというように見える子どもたちを発

達の定義の中に含めて考えるとしたら、普遍的で

あるべき発達の定義をどのように考えたらいいの

だろうかということになる。

「子ども」とは

このように考えてきたときに、一つは生物学的

な基盤というものがそこに存在しているというこ

とを考えなければならない。成熟あるいは成長と

いう言葉になるであろう。

おそらく古代の人々にとって「発達」という言

葉は存在しなかった、あるいはそれに相当する言

葉はなかったのではないかと思われる。子どもが

大きくなるということは、植物が大きくなるよう

にごくごく当たり前のことで、乳幼児が成長する

ということは自明のことであったと思われる。

「児童」という言葉も存在しなかったと思われ

る。子どもというのは大人のミニチュアであり、

時間がたてば当然大きくなっていくものと理解さ

れていたのではないかと思われる。むしろ親の心

配は、その頃は短命であったわけで、病気とか栄

養の心配をしても、短命に終わる子どもたちがた

くさんいたと想定される。そのようにみると、近

代・現代における「発達」という概念は、当時は

なかったといえるかもしれない。しかしその後、

アリエスの「子供の誕生」 にみられるように、あ

るいはニール・ポストマンの「子どもはもういな

い」 にみられるように、「子ども期」が作られてい

き、そして現代では消滅しかけているということ

になるのかもしれない。

印刷術の発明を契機とした、口頭言語から書記

言語へという大衆的変化は、中世の多くの人々が

〝大人"の世界に入っていくきっかけを作り出して

いった。それに対応して、子どもが「発見」され

たということになるのではないだろうか。進化論

などの生物学的な面も含めて諸科学が発展し、他

方で社会・経済的発展があり、余裕が出きてきた

ということが、発達過程を見直す、あるいは発見

することにつながったのではないかと思われる。

〝子ども"というのは「手をかけて育てるべきも

のである」という理念が、そして「発達」させる

ための必要な装置として「教育制度あるいは学校」

というものが成立するようになったのではないだ

ろうか。

「発達障害」とは

そのような状況になると、学問は「発達」の基

準を求めることになるであろう。これまでに多く

の研究者により、様々な発達段階が想定されてき

ている。想定されるということは、「発達」が予想

されるということである。発達の促進要因、ある

いは停滞要因かもしれないが、そういった要因を

統制することによって、「発達」というものはコン

トロールされるものであると考えられるように

なってきたわけである。

「行動科学」は、人の行動を予測しコントロール

することを最終目的にしている。同様に「発達」

というものを予測し統制することが出来ると人々

が信ずるようになってきたのが、近代・現代とい

うことになるであろう。

このようにみたとき、「発達」が「障害」されて

いる「発達障害」とは、どういうものなのかとい

うことになろう。

発達障害者支援法という法律があり、そこに「発

達障害」の定義が述べられている 。そこでは、「自

閉症、スペクトラム障害、学習障害、ADHDをい

う」、と述べられている。「発達障害者」とは、こ

のようなベースがあって日常生活または社会生活
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に制限を受けるものである、とされている。また

「発達支援」というのは、このような人たちに対し

て「心理機能の適正な発達を支援し円滑な社会生

活を促進するための医療・福祉的なあるいは教育

的な援助をおこなう」ということになる。

しかしながら「発達障害」ということばは、医

療、福祉、教育、行政といった各領域で広く知ら

れているが、実はとても曖昧な言葉であり、定義

をすることが難しい概念なのである。

発達障害学会の会長をされている原仁先生（小

児科医）は、「発達障害」とは何かという問に対し

て、一般的には医学的概念とみられるが、そうで

はなくて「支援」の必要度を重視する質的な概念

だと述べている 。

教育の領域では、知的障害と重ならないように

考えるわけであるが、原先生は、「発達障害」は知

的障害を含み、身体障害、精神障害の一部とも重

なるとしている。「発達障害」の対極にある概念は

知的障害ではなく「中途障害」である、とする。

発達の初期の時点で、障害の原因が何らかのか

たちで既に存在しているものが「発達障害」であ

る。そうでなく通常の発達過程の途中で病気やケ

ガを原因として、回復に至らなかったものが「中

途障害」である。「中途障害」でないものが「発達

障害」であるわけで、大変明確な区分けであると

いえる。

「発達障害」に対する捉え方は諸領域で違ってい

るのであるが、様々な領域の研究者がこの同じ言

葉を使うということによって、諸領域の専門家が

議論するということが出来る、むしろ価値ある概

念であるということになってくるのではないか、

ということである。

「発達障害」の当事者からみた「発達障害」

さて「発達障害」の当事者の人たちは、どのよ

うに「発達障害」ということを受け取っているの

だろうか。教育臨床心理学研究グループの平野郁

子さんが卒論・修論で取り組んだ優れた研究があ

る 。インタビューを数名の当事者の人たちに行

い、それをまとめている。

手帳をとって「障害者」になるということがど

ういうことなのか、手帳を持つことでメリットも

出てくるが、手帳を持っていないと「発達障害」

と言っても「障害者」でもない、しかし「健常者」

でもない、という戸惑いがある。手帳を持って生

きるという覚悟をした人にとっても、そもそも「障

害者」という自覚をすることは難しい。それを受

け入れるのには時間がかかるということである。

「発達障害」とされる人たちは、「障害者」とい

う領域に自らを落とし込んでいかなければならな

いという立ち位置にいるわけだが、それはとても

大きな戸惑いを持って、そこに立っていなければ

ならないということなのである。あるいは揺ぎ続

ける存在なのである。

通常、「発達障害」というのは、「発達」の「し

そこない」、あるいはunder developmentいう状

態であると理解されがちである。しかしそれは通

常の「発達」という基準が設定されているがゆえ

に、そこからの逸脱としてこれらの人たちが見ら

れている、ということが起きているわけである。

しかし、生物学的な基盤を考えたときには、脳の

構造機能の個別レベルの多様性を示しているに過

ぎない。

それは、時間的、空間的な学習特性の多様性を

示すものである。この人たちが持っている学習の

特性が通常の基準からずれているけれども、それ

が「障害」であると捉えるよりは、環境との関わ

りの中での「発達」の多様性を示しているという

ように考えるべきではないのだろうか。

知的発達症（知的障害）でいえば、IQの分布曲

線の平均的でない部分が特殊教育 special educa-

tionの対象となってきた。日本などでは低い方の

部分だけが特殊教育の対象になってきたが、この

ことが特殊教育＝排除の教育になってきたわけで

ある。

これからは、inclusive educationに向けて、日

本も舵を切っていくことになる。まさに、その中

心的なところに位置し重要な役割をすることにな

るのが、「発達障害」という名称を与えられた人た
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ちであると思われる。

「発達」と「障害」の概念

この「障害」という概念と、「発達」の多様性と

いう概念は、ともに存在しうる概念なのであろう

か、という疑問がある。「基準」というものが存在

するわけだが、この「基準」がどのようにしてで

きたのかということを考えてみたい。

人々が住む社会を構成する「多数派」の人たち

が、多数であるが故にその社会における生活基準

を作っていくことになる。そして「多数派」にな

れない人たち、ある特性から言って「多数派」で

ない人たちが、すなわち「少数派」の人たちが同

じ空間に存在するのである。「多数派」が設定する

ことになる生活基準に合わせて生きなければなら

ないという結果として、「少数派」の人たちに生き

づらさが生じてくることになるといえよう 。

「障害」概念にあてはめれば、健常者、通常の発

達をする人たちが、「多数派」ということになる。

日本という社会では、「多数派」でなければかなり

生きづらいわけである。実際には「定型の発達」

という言い方もあるが、「平均的」な「発達」をし

ているという人は存在しない。「平均的」な日本人

といういい方はあるが、全ての面で「平均的」な

日本人である個人は存在しないであろう。一人一

人が皆、ばらついた特性を持つ存在なのである。

しかしそれを隠すかのように、自らは「健常者」

であるとして生活しなければ不安が生じることに

なる。

そこから「はみ出す」人たちは、障害者手帳を

取って、「障害者」として生きなければならない。

「少数派」の人たちはなりたくてなるのではなく

て、なりたくないけれどもそこに置かれる、そう

いう存在になるわけである。「発達障害」という状

態は、その境界線的な存在ということになる。

「発達障害」の領域に入ってくる子どもたちの学

びの特性からいうと、正統的周辺参加 という概

念があるが、そのような状況にも参加しきれない

子どもたちだと思われる。しかし、本来はこのよ

うな見方があてはまる子どもたちではないかと思

われる。徒弟制度の中で時間をかけてじっくり学

んでいくことが一番合っている子どもたちかもし

れないわけである。

しかし現代においては、効率性やスピードを要

求される中では、そのようなかたちで参加するこ

とすら認められない子どもたちになってしまって

いるのではないだろうか。

「支援」とは

「支援」について考えてみたい。「多数派」を基

準にするとき、社会の「多数派」による「少数派」

への「配慮」ということがあるだろう。「支援」を

する者は、社会のシステムの中で公的・社会的な

役割として、「配慮」をする人たちというように考

えられるのではないだろうか。

「援助」というものについて、違う意味づけをし

てみたい。「援助」というのは、「公的な」役割と

いうより「私的な」役割として、人間関係を基盤

とした「配慮」というように、ひとまず考えるこ

とにしてみたい。

そのようにみたとき、「支援」の困難性として出

てくるのは、「支援」と「援助」の間での動揺し、

立場・役割の違いを克服できない状態にある、と

いうことなのではないか。そういうものとして、

「支援」者の「困りごと」が生じてくるのではない

かと思われる。

「多数派」と「少数派」……多様性の保障

本来であれば、学びには多様性があるはずであ

る。元のところは、脳の構造機能というものが一

人一人違っていて、スタンダードがあるというこ

とでなく、ばらつきが当然のこととして存在する

わけである。しかし、それを一様に捉えてしまう、

私たちの範疇的知覚というものがある。そのこと

に惑わされているということになる。

一人一人が持つ学びの違いを重視した学びが必

要になってくるだろう。そこには「多数派」から

52



は見え難いものがあり、「少数派」による「少数派」

のピアサポートというものが必要になってくるで

あろう。その時に「多数派」が支援するとすれば、

一つはシステム化によって「多様性」を保証する

ということと、「多数派」が「少数派」となる人た

ちの主体的な部分と共同戦線、対等な立場で一緒

に物事をやっていくということが必要になってく

ると思われる。

しかし、「健常」と「障害」という分け方は、我々

の範疇的な知覚・認知の結果として生じてくるこ

とであって、実は全ての人が、「発達障害」スペク

トラムの中に包含されているとするならば、「多数

派」、「少数派」という前に、お互いに助け合うと

いうことが一番の基本になってくるのではないか

と思われる。
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